
　あらゆる分野・視点を持っている方の発言を聞き、
本当に核があらゆるものに影響を与え、限定的な範
囲での利用でも間接的に派生し、人が住めない、作
物が育たないなど一瞬ですべてのものがゼロに戻る
どころかマイナスになるということ、核は絶対に利
用すべきではないということを再認識しました。
　核兵器禁止条約を拒否している国でも署名や批准
を行うよう強く働きかけている等の話を聞き、自身
の社保・平和活動の意識や関心の持ち方が変わるきっ
かけとなりました。（大野あけぼの薬局／端村由貴人）

　今回、一番印象的だったのは、原爆投下後の写真
や遺品です。焼け野原になった広島、皮膚が焼け焦
げた人々、高熱で変形したガラス瓶、血が滲んだ服、
どれも非常に生々しく、被爆者たちの苦痛や叫びが
聞こえてくるような感じがしました。
　戦後73年が経ち、祖父母でさえ戦争を知らない時
代となりました。戦争を二度と繰り返さないために、
戦争を知らない若い世代人たちに、広島の悲劇を伝
えていかなければいけないと感じました。

（生協さくら病院地域医療連携室／奥口康生）

　一
日
目
は
、
新
幹
線
に
て

約
八
時
間
の
移
動
後
夕
食
交

流
会
で
参
加
者
同
士
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
二
日
目
午

前
中
は
平
和
資
料
館
を
訪
問

し
、
当
時
の
風
景
を
そ
の
ま

ま
収
め
た
写
真
や
、
原
爆
が

落
ち
る
瞬
間
の
人
の
流
れ
な

ど
を
見
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な

ど
を
通
し
て
、
当
時
の
惨
状

を
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
和
公

園
巡
り
で
は
、
気
温
三
十
六

度
を
超
え
る
中
、
原
爆
被
災

者
の
慰
霊
碑
、
平
和
の
鐘
、

原
爆
ド
ー
ム
な
ど
ガ
イ
ド
さ

ん
の
解
説
を
聞
い
て
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。
当
時
の
被
災

者
の
方
々
は
こ
の
日
の
よ
う

な
炎
天
下
の
中
、
放
射
能
の

た
め
に
水
さ
え
飲
め
ず
に
亡

く
な
っ
て
い
く
方
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　三
日
目
の
分
科
会
で
は
、

岩
国
基
地
の
調
査
行
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
基
地
を
目
視

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
行
き
、

軍
事
力
の
強
化
に
関
す
る
危

険
、
横
行
す
る
米
軍
の
犯
罪
、

騒
音
問
題
、
も
し
ア
メ
リ
カ

が
中
国
や
北
朝
鮮
な
ど
と
戦

争
を
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
広

島
が
最
重
要
拠
点
と
し
て
一

番
に
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
場
合
で
も
ア
メ

リ
カ
は
基
地
を
放
棄
す
れ
ば

そ
れ
ほ
ど
の
痛
手
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
調
査
行
動
に
参
加

し
、
基
地
を
な
く
す
こ
と
や

九
条
を
守
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　世
界
大
会
開

会
式
・
閉
会
式

で
は
、
二
千
人

を
超
え
る
参
加

者
が
参
列
し
ま

し
た
。
開
会
式

で
は
世
界
各
国

の
平
和
を
願
う

方
々
の
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

聞
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
い
る

と
、
我
々
以
上

に
こ
れ
ほ
ど
懸

命
に
平
和
を
願

う
人
た
ち
が
い

る
の
だ
と
嬉
し

く
感
じ
、
今
ま

で
の
自
分
た
ち

の
活
動
が
こ
の
人
た
ち
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
参
加
し
て
、
広
島
の

皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
思
い
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
若
者
の

世
界
大
会
へ
の
参
加
が
多
く

み
ら
れ
、
原
爆
の
怖
さ
は
き

ち
ん
と
次
の
世
代
に
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
世
界
大
会
を
通
じ
て
、

我
々
の
す
べ
き
こ
と
は
、
核

の
な
い
世
界
を
目
指
す
こ
と
、

平
和
の
重
要
性
、
そ
し
て
何

よ
り
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や

悲
惨
さ
を
途
切
れ
さ
せ
ず
に

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。

（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局

薬
剤
師
／
村
上

　昌
）

原水禁世界大会に参加した青森県代表団の皆さん

特製のプラカードで平和を訴える村上昌さん
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　二
〇
一
八
年
八
月
三
日
か

ら
六
日
の
四
日
間
、
広
島
で

行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
二
〇

一
八
年
世
界
大
会
に
青
森
県

民
医
連
か
ら
医
師
・
薬
剤
師
・

事
務
等
八
名
が
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら

報
告
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

感
想

原
水
爆
禁
止
２
０
１
８
年
世
界
大
会
in
広
島
レ
ポ
ー
ト
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社
会
福
祉
法
人 

虹

　
法
人
教
育
委
員
会
主
催

で
二
〇
一
八
年
六
月
〜
七

月
の
二
ヶ
月
間
で
六
回
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
第
一
回
目
は
第
四
十
三

回
総
会
に
参
加
し
た
委
員

長
の
報
告
に
始
ま
り
Ｄ
Ｖ

Ｄ
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
職
員
全
員
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
開
催
時
間
に
変

動
を
付
け
て
参
加
を
組
織

し
た
結
果
、
パ
ー
ト
職
員

以
上
の
学
習
会
参
加
率
は

百
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
戦
争
・
核
兵
器
・
原

発
・
貧
困
な
ど
、
情
勢
や

民
医
連
の
活
動
を
知
り
、

民
医
連
職
員
と
し
て
、
誇

り
に
思
う
と
多
く
の
職
員

か
ら
意
見
が
挙
が
り
ま
し

た
。

（
社
会
福
祉
法
人
虹
教
育

委
員
長
／
阿
部
雪
子
）

●
●
●

社
会
福
祉
法
人 

花

　
五
月
十
二
日
（
土
）
法

人
大
会
を
開
催
し
職
員
三

十
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
全
日
本
民
医
連
総
会

へ
参
加
し
た
自
立
訓
練

（
生
活
訓
練
）
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
田
中
英

二
さ
ん
よ
り
総
会
方
針
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

学
習
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
で
の
学

習
と
な
り
ま
し
た
が
、
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い

る
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
先
に
あ

る
「
地
域
共
生
社
会
」
が

津
軽
圏
域
で
も
少
し
で
も

早
く
実
現
で
き
る
よ
う
、

総
会
方
針
を
羅
針
盤
に
民

医
連
で
の
役
割
や
、
活
動

の
強
化
に
つ
い
て
意
思
統

一
で
き
た
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
法
人
花
本
部

／
山
内
聖
晃
）

●
●
●

る
行
事
の
写
真
と
、
総
会

方
針
の
内
容
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
か
な
か
読
み
解

く
の
が
難
し
い
中
で
楽
し

く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ
／

阿
部
由
希
子
）

●
●
●

一
般
社
団
法
人

あ
お
も
り
健
康
企
画

　
当
法
人
で
は
、
三
つ
の

目
標
（
一
、
総
会
方
針
を

学
び
、
私
た
ち
が
目
指
す

べ
き
も
の
を
理
解
し
日
々

の
業
務
に
生
か
す
。
二
、

医
療
・
介
護
の
二
つ
の
柱

を
理
解
し
実
践
す
る
。

三
、
全
職
員
が
学
習
会
に

参
加
す
る
こ
と
を
目
指

す
。）
を
掲
げ
、
総
会
方
針

学
習
月
間
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
五
月
十
八
日
青

森
、
五
月
二
十
九
日
八
戸

で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
総
会
代
議
員

が
務
め
、
お
お
む
ね
全
職

員
が
参
加
し
感
想
文
を
提

出
し
ま
し
た
。

（
あ
け
ぼ
の
薬
局
八
戸
店

／
田
中
由
美
子
）

た
が
健
康
の
社
会
的
決
定

要
因
を
頭
に
入
れ
、
よ
り

患
者
様
に
寄
り
添
っ
て
い

き
た
い
」
等
、
改
め
て
民

医
連
の
精
神
に
共
感
し
た

内
容
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
無
差
別
平
等
の
医
療
福

祉
を
実
施
し
て
い
く
た
め

に
、
職
員
の
気
持
ち
が
盛

り
上
が
っ
た
大
変
有
意
義

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
八
戸
生
協
診
療
所
／

佐
々
木
啓
太
）

●
●
●

株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ

　
五
月
二
十
九
日
（
火
）

と
六
月
五
日
（
火
）
に
総

会
方
針
社
内
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
全
日
本
民
医
連
定
期
総

会
に
参
加
し
た
鈴
木
健
仁

課
長
補
佐
を
講
師
に
、
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ル
マ
で
参
加
し
て
い

●
●
●

八
戸
医
療
生
活
協
同
組
合

　
四
月
二
十
二
日
、
卸
セ

ン
タ
ー
会
館
で
全
職
員
大

会
が
開
催
さ
れ
、
約
百
二

十
名
の
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
全
日
本
民
医
連 

総

会
に
参
加
し
た
生
協
診
療

所 
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 
長
根
所
長
か
ら
総

会
方
針
に
つ
い
て
の
報
告

を
受
け
、
総
会
方
針
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
約
三
十
分
程
度
と
少
な

い
時
間
で
、「『
Ｓ
Ｄ
Ｈ
』

と
い
う
言
葉
は
初
耳
で
し

青
森
保
健
生
活
協
同
組
合

　
青
森
保
健
生
協
で
は
五

月
に
総
会
方
針
全
体
学
習

会
を
開
催
し
、
そ
の
後
も

各
院
所
で
学
習
会
を
重
ね

六
百
八
名
が
学
習
を
終
了

（
七
月
末
）、
現
在
も
追
求

し
て
い
ま
す
。
学
習
後
の

感
想
と
し
て
は
「
憲
法
を

守
り
抜
く
こ
と
が
大
事
」

「
社
会
保
障
は
人
権
で
あ

る
こ
と
を
多
く
の
人
に
知

ら
せ
た
い
。」「
住
民
が
参

加
す
る
地
域
医
療
づ
く
り

を
実
践
す
る
民
医
連
だ
か

ら
こ
そ
二
つ
の
柱
を
実
践

で
き
る
の
だ
と
実
感
し

た
。」
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
方
針
の
理
解
が
一
層

深
ま
り
、
今
後
の
実
践
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
法
人
教
育
委
員
会
委
員

長
／
橘
千
景
）

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合

　
津
軽
保
健
生
協
で
は
、

五
月
か
ら
各
事
業
所
で
総

会
方
針
学
習
会
を
開
始

し
、
学
習
会
参
加
者
は
八

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
職
場

討
議
を
行
っ
た
部
署
は
七

十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

職
場
討
議
を
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
社
保
平
和
の
取
り
組
み

や
自
治
体
交
渉
な
ど
、

日
々
の
活
動
が
確
信
に
つ

な
が
っ
た
と
い
う
感
想
の

他
、
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
て
様
々
な
団
体
と
連
携

し
、
よ
り
い
っ
そ
う
地
域

に
目
を
向
け
た
行
動
が
必

要
だ
と
い
っ
た
意
見
な

ど
、
様
々
な
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

（
津
軽
保
健
生
協
教
育
部

／
長
谷
川
聖
）

●
●
●

県
連
総
会
方
針
学
習
会

〜
各
法
人
で
の
取
り
組
み
報
告
〜

学習会の様子

長根所長､大いに語る文字通り（ほぼ）全職員が参加した全職員大会

各院所でも学習会を開催しました

津軽保健生協の学習の様子です



　今年度の集会では、「地
域包括ケアシステム」につ
いて在宅医療の視点から
学び、今後在宅における
「チーム医療」で求められ
る薬剤師の役割について
考えることを第一の目的
として開催しました。初

めに青森保健生活協同組合 中部クリニック所長である
竹本 歩先生を講師に迎え、「在宅医療における薬剤師

に求めること」と題しご講演いただきました。竹本先生
のお話から、処方箋に書かれた情報だけではなく、患者
の表情、手の形、衣服、そして残薬から、患者の生活背
景を想像して接することの大切さを学びました。また、
医師や薬剤師のみならず事務職も含め全員で「チーム医
療」を行っているということもお話され、参加者全員、
チームワークの大切さを再認識する機会となりました。
　次に例年の各法人による活動発表の他、新しい試みと
して県連各委員会の紹介を行い、今後も薬局4法人がよ
り良い医療活動を行うことを目的とした委員会活動を行

うことを意思統一しました。
　後半は「新入職薬剤師・薬局事務歓迎会」を開催
し、8名の新入職薬剤師と2名の薬局事務を迎え、
大いに交流することが出来ました。
　毎年開催している薬局活動交流集会は、県連内の
薬剤師集団が集結し交流を深めるための大変貴重な
場となっていることをあらためて確認することが出
来ました。今集会で学習した内容や意見交流した内
容を生かし、今後の活動をますます活発なものにし
ていきます。
（青森県民医連事務局　薬剤師委員会／山口理香子）

　7月21日（土）、「2018年度薬局活動
交流集会」が開催され、青森県民医連の
病院薬局・保険調剤薬局の薬剤師および
事務職員が総勢76名参加しました。
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薬 局 活 動 交 流 集 会

薬剤師と事務職員が交流を深める集会となりました。

講師　青森保健生活協同組合
中部クリニック　竹本 歩 所長

　
発
表
会
は
今
年
で
三

十
一
回
目
を
迎
え
、
民

医
連
看
護
の
視
点
や
患

者
の
要
求
ど
う
な
り
た

い
の
か
、
患
者
の
立
場

に
立
つ
視
点
、
患
者
と

一
緒
に
考
え
る
と
い
う

共
同
の
営
み
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
者
は
質

問
に
対
し
て
動
じ
る
こ
と
な
く
、
答
え
て
い
ま
し
た
。

講
評
者
も
経
験
を
重
ね
先
輩
と
し
て
の
成
長
が
伝
わ
る

内
容
ば
か
り
で
し
た
。

　
記
念
講
演
は
川
崎
協
同
病
院
外
科
部
長
和
田
浄
史
先

生
を
招
い
て
患
者
に
寄
り
添
う
こ
と
「
看
護
師
に
学
ん

だ
三
つ
の
視
点
と
民
医
連
の
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
践
で
行
わ
れ
て
い

る
患
者
中
心
の
医
療
や
チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
個
人
の
希
望
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
患
者
に
寄
り
添

い
、
共
に
解
決
方
法
を
探
る
【
民
医
連
の
医
療
の
奥
深

さ
】
を
感
じ
る
事
は
、
医
療
従
事
者
全
体
に
伝
わ
る
も

の
で
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
も
「
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
患
者
に

寄
り
添
う
こ
と
が
足
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
た
。」

「
入
院
中
だ
か
ら
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な

く
目
の
前
に
い
る
人
が
何
を
考
え
、
何
を
求
め
て
い
る

の
か
考
え
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
あ
が
る
看
護
を
実
践
し
て
い
き

た
い
」「
医
療
行
為
だ
け
が
医
療
者
の
仕
事
で
は
な
く

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
ケ
ア
行
っ
て
い
き
た
い
」な
ど
、

民
医
連
看
護
の
三
つ
の
視
点
を
振
り
返
る
機
会
と
な

り
、
今
回
の
学
び
は
明
日
か
ら
の
看
護
へ
つ
な
が
る
も

の
で
し
た
。（
青
森
県
民
医
連
事
務
局
／
最
上
正
一
）

　七
月
八
日
、
青
森
県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
「
青

森
民
連
看
護
卒
後
研
修
症
例
発
表
会
」
が
百
八
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講師 川崎協同病院
外科部長 和田浄史先生

症
例
発
表
会

〜
民
医
連
看
護
の
三
つ
の
視
点
を
振
り
返
り
な
が
ら
〜

県
連
看
護
卒
後
研
修

　私
は
卒
後
症
例
発
表
会
に
、
三
年
前
か
ら
看

護
小
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
な

い
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
書
き
慣
れ
な
い
症
例

研
究
に
取
り
組
む
と
い
う
の
は
本
当
に
大
変
で

す
。
先
輩
方
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
作
成

し
、
職
場
で
発
表
の
練
習
を
し
た
り
、
何
度
も

手
直
し
が
入
っ
た
り
と
、
様
々
な
苦
労
の
末
、

発
表
し
た
時
の
達
成
感
は
大
き
く
、
た
く
さ
ん

の
学
び
を
得
ま
す
。
ま
た
五
年
目
の
職
員
に
講

評
を
依
頼
し
、
当
日
講
評
文
を
読
ん
で
も
ら
う

の
で
す
が
、
か
つ
て
発
表
し
た
頃
の
自
分
と
現

在
の
自
分
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
自
身
の
成
長
を

感
じ
た
り
、
様
々
な
症
例
発
表
を
聞
い
て
刺
激

を
受
け
た
り
と
、
講
評
者
と
し
て
も
多
く
の
学

び
を
得
ら
れ
る
場
所
で
す
。

　今
年
は
埼
玉
協
同
病
院
か
ら
和
田
医
師
を
招

き
「
民
医
連
看
護
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和
田
医
師
の
取
り
組

み
は
、
患
者
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
行
動
力
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
内
容
で
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
も
症
例
発
表
会
に
携
わ
り
、
様
々
な
症
例

や
講
演
を
聞
く
こ
と
は
、
自
分
の
看
護
を
振
り

返
り
看
護
観
を
育
む
場
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
あ
お
も
り
協
立
病
院
主
任
／
小
鹿
奈
々
恵
）

感
想
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今
回
の
集
会
の
中
で
、
大
間
原

発
裁
判
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
函
館
地
裁
で
の
判
決
は
二

〇
一
八
年
三
月
十
九
日
に
言
い
渡

さ
れ
「
原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ

も
破
棄
す
る
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
裁
判
官
は
「
大
間
原
発
が
ま

だ
建
設
途
中
で
原
子
力
規
制
委
員

会
が
審
査
中
で
あ
る
」
と
判
断
を

破
棄
し
た
そ
う
で
す
。

　
大
間
原
発
訴
訟
の
会
の
原
告
団

（
千
四
十
名
）
は
「
建
設
途
中
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
安
全
に
止
め
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
っ

て
、
原
子
力
規
制
委
員
会

ま
か
せ
で
は
な
い
原
発
政

治
へ
の
司
法
の
責
任
を
果

た
せ
た
は
ず
で
す
」
と
主

張
し
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
「
不
当
判
決
」
に
よ
り
、

今
後
は
札
幌
高
裁
で
争
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇

一
八
年
十
二
月
十
一
日
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
集
会
の
中
で
発
言
者
か
ら
「
大

間
町
の
七
割
が
こ
の
原
発
に
反
対

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
町

に
お
金
が
な
い
の
を
良
い

こ
と
に
こ
の
計
画
を
持
ち

出
し
て
進
め
て
く
る
政
治

に
何
も
言
え
な
い
。
こ
ん

な
こ
と
で
大
間
町
の
豊
富

な
資
源
、
自
然
を
危
険
に

さ
ら
し
て
良
い
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
」
と
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
大
間
原
発
が
出
来
れ
ば
、

放
射
能
汚
染
と
し
て
海
水

や
大
気
へ
の
影
響
は
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
大
間

マ
グ
ロ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
下
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ

故
障
す
る
か
わ
か
ら
な
い
原
発
、

福
島
第
一
原
発
の
苦
い
経
験
も
活

か
さ
れ
な
い
、
放
射
能
汚
染
も
解

決
し
て
い
な
い
状
態
で
、
こ
の
政

治
は
、
日
本
の
破
滅
を
選
択
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た
ち

の
大
間
町
、
青
森
県
、
日
本
に
こ

れ
以
上
不
安
な
原
発
を
増
や
し
て

は
い
け
な
い
し
、
人
間
と
核
、
放

射
能
と
は
共
存
出
来
な
い
こ
と
だ

と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
協
た

む
か
い
の
家
／
坂
本
浩
一
）

　平
成
三
十
年
七
月
十
五
日
（
日
）
第
十
一
回
大
間
原
発
反
対

現
地
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
、
大
阪
、
福
島
、
函
館

か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。

　青森県社会保障推進協議会は7月28日に総会と
学習会を開催し、約82名が参加しました。

　学習会では岡山県労働者学習協会 長久啓太事務局
長が「憲法25条を活かすとはどういうことか」と題
して講演しました。講演の中で長久事務局長は人間
の尊厳や栄光、希望や理想は一人一人の生活の中に
託されているものでありだからこそ人間らしい生活
を保障する憲法の重要性を強く訴える必要があると
話されておりました。同時に社会保障が国民の権利
として侵害されつつある情勢で憲法を国民の手に確
保する継続的な闘いが必要だと強調していました。
　総会では、5名の代議員より日頃の活動が報告され
木村事務局長からは総括及び方針案・次期役員体制
等が提起され拍手で採択されました。最後に本総会
の特別決議が朗読され「社会保障、社会福祉は国の
責任で」と声をあげ活動していく事を確認しました。
（青森民医連青森事務所・事務局次長／木村儀弘）

岡山県労働者学習協会 長久啓太事務局長

大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

第11回

全国より大間原発敷地隣接共有地に集結していました。三
百三十人集まり大きな声で「原発反対・廃止」のアピール
行動を行いました。

現地集会参加者は、大間町を歩き「大間を守れ、子供たち
を守れ、マグロを守れ」と声をあげ２㎞歩きました。昨年
よりも笑顔で玄関や窓際から手を振ってくれる子供や親な
ど大間町民の姿が多く見られました。

～憲法学習会を数多く経験して人権感覚を磨こう～

青 森 県 社 保 協 総 会



　今
回
の
健
康
教
室
は
、
十
時
か
ら
十
六
時
で
開
催
さ
れ
、
全

十
一
講
演
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
食
事
と
運
動
に
つ
い
て
、
熱
中
症

に
つ
い
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
な
ど
）
薬
剤
師
自
ら
が
話
し
た

い
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。
無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
血
圧
・

血
管
年
齢
測
定
、
骨
密
度
測
定
、
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
体
組
成

計
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
三
十
六
名
で
大
盛
況
で
し

た
。
そ
の
他
、
減
塩
そ
う
め
ん
や
お
菓
子
や
サ
プ
リ
な
ど
試
食

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　開
催
前
に
薬
局
周
辺
地
域
に
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
た
の
で
、

普
段
薬
局
を
利
用
し
て
い
な
い
方
も
チ
ラ
シ
を
見
て
き
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
の
感
想
に
は
、「
と
て
も

良
か
っ
た
。」「
盛
沢
山
の
内
容
で
し
た
が
、
分
か
り
や
す
く
講

話
し
て
く
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
。」「
ま
た
聞
き

た
い
で
す
。」
な
ど
あ
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
皆

様
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
、
情
報

発
信
や
健
康
教
室
の
開

催
を
、
職
員
み
ん
な
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が

ら
、
継
続
し
て
開
催
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局

長
／
相
馬

　渉
）

　認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に

よ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
で
は
、
認
知
症
の
人
が
体
験
し

て
い
る
世
界
を
手
作
り
の
画
像

で
、
外
見
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
よ
う
な
苦
し
み
、
そ
し
て
希
望

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
長
野
県
看
護
大
学

　認
定
看

護
師
教
育
課
程
吉
澤
理
惠
先
生
に

よ
る
「
認
知
症
に
寄
り
添
う
エ
ッ
グ
ナ
ー
ス
学
習
会
〜
今
の
私
た

ち
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」
で
は
事
例
を
も
と
に

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
、「
認
知
症
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
や
出
来
て
い

る
事
を
見
つ
け
る
と
い
う
事
は
、
今
ま
で
掘
り
下
げ
た
事
が
な
か
っ

た
の
で
良
い
体
験
に
な
っ
た
。」
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　夕
食
交
流
会
で
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
贈
呈
式
や
伝
言
ゲ
ー
ム
や

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
他
、
多
く
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
間
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を

身
に
着
け
て
の
、
疑
似
体
験
ゲ
ー
ム
も
行
い
ま
し
た
。

（
青
森
保
健
本
部
看
対
／
須
藤
千
夏
）

　
八
月
十
日
〜
十
一
日
山
形
県
天
童
市
の『
天
童
ホ
テ
ル
』に
て
看
護
学
生
五

十
四
名・職
員
四
十
五
名・合
計
九
十
九
名
が
参
加
し
、『
Ｓ
ｔｏｒｙ
〜
自
分
ら

し
く
〜
』を
テ
ー
マ
に
第
二
十
九
回
Ｔ
６
Ｅ
Ｎ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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　青森民医連医師医学生課では各病院・
診療所の協力を頂いて高校生の夏・冬・
春休み期間中に「医師体験会」を開催して
います。体験プログラムは病院見学、往
診同行、心臓カテーテルなど各病院・診
療所の医療活動をいかして組み、今夏は
44名（弘前23・青森9・八戸12）の高
校生を受け入れました。
　参加した高校生からは「今回の体験を
モチベーションにして、これからしっか
り勉強して、医師になりたい」「往診を間
近にみて、患者さんとのコミュニケー
ションの大切さを知ることができた」「医
師、看護師だけでなくスタッフ全員の連
携が地域の健康を支えていることがわ

かった」など好評をいただいております。
　医学部入学前から継続的なつながり構
築を目指し、次回の冬休みに開催する準
備を進めていきたいと思います。
（県連弘前事務所事務局／立花典明）

青森・弘前・八戸の病院・診療所で高校生一日医師
体験を開催しました。今回の医師体験では合計44名と
大勢の高校生に参加してもらうことができました。高校生一日医師体験

骨密度測定器は大好評でした

体験の様子

みんなで楽しくグループワーク

参加者全員で記念撮影をしました

《
第
一
回
》
健
康
教
室

フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局

医師から直接の説明を真剣に聞く皆さん

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ 

〜
自
分
ら
し
く
〜

Ｔ
６
Ｅ
Ｎ
Ｃ（
東
北
６
県
エ
ッ
グ
ナ
ー
ス
サ
ー
ク
ル
）

　二
〇
一
八
年
八
月
一
日
（
水
）
第
一
回
フ
ァ
ル
マ
弘

前
薬
局
健
康
教
室
を
開
催
し
、
三
十
六
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。



　全国から84名の評議員と全日本民医連理事が参加
し、評議員会方針案に対して61名の評議員が補足意
見を述べ（文書発言含む）、最終日には第1章から第3
章までの方針案が全会一致で採択されました。
　今評議員会では、特別ゲストとして今年発足した韓
国社会的医療機関連合会の代表、イム・ジョンハン医
師と人道主義実践医師協議会のイ・ボラ医師が参加さ
れ、韓国社会医療機関連合会設立の意義について講演
していただきました。
　新自由主義的な医療政策を打ち破る課題は各国共通
で、国際連帯の必要があり、「いのちの平等」へ日韓の

人民的連帯が必要なことを確
認することができました。
　43期の実践が具体的にスタートするわけですが、翁
長沖縄県前知事の意思をしっかりと引き継いで、辺野
古新基地建設をストップさせる事、憲法9条を守り抜
く事、特養あずみの里裁判で無罪を勝ち取る事等、憲
法の未来、いのちと医療・介護の未来にとって非常に
重要な半年間となることを認識し、すべての県連で団
結して方針の実践をすすめていくことが今評議員会で
確認されました。

（あおもり協立病院事務長／　今　淳一）
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講師の瀬川主任

参加者から質問が次々と出されました　介
護
保
険
料
は
納
め
る
も
の

の
、
実
際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
ら
い
く
ら
か
か
る
の

か
？
と
い
う
疑
問
に
応
え
る
形

で
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て

学
習
し
ま
し
た
。
講
演
後
は
六

人
一
グ
ル
ー
プ
で
「
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
」
と
称
し
て
、
講
演

の
感
想
や
疑
問
、
介
護
で
困
っ

て
い
る
事
な
ど
、
お
菓
子
を
い

た
だ
き
な
が
ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
一
番
関
心

の
高
い
問
題
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
」「
自
分

だ
け
の
収
入
で
は
施
設
に
も
入

れ
な
い
状
況
が
心
配
！
」「『
自

助
互
助
』
と
い
う
名
の
高
齢
者

い
じ
め
に
怒
り
！
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
回
社

会
保
障
学
校
は
十
月
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
八
戸
医
療
生
活
協
同
組
合
・
組

合
員
活
動
部
長
／
宮
沢

　守
）

　辺
野
古
で
は
班

ご
と
に
船
に
乗

り
、
海
上
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
立

ち
入
り
禁
止
区
域

近
く
ま
で
行
き
、

区
域
内
に
い
る
多

く
の
海
上
保
安
庁

へ
新
基
地
建
設
反

対
を
訴
え
ま
し
た

が
、
聞
き
入
れ
る

わ
け
も
な
く
、
す
ぐ
に
警
告
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
・
川
・
海
が
連
動
し
、
独
特
の
生
態
系
を
も

つ
「
辺
野
古
・
大
浦
湾
」
は
、
サ
ン
ゴ
礁
に
加

え
ウ
ミ
ガ
メ
や
絶
滅
危
惧
種
の
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど
、

様
々
な
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
人
々
は
こ

の
大
自
然
か
ら
多
く
の
恩
恵
を
得
る
と
と
も
に

様
々
な
歴
史
・
文
化
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
人
々

の
暮
ら
し
を
見
守
っ
て
き
た
命
の
海
を
破
壊
し

て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か
は
、
わ

か
り
き
っ
た
こ
と
で
す
。
自
然
を
壊
し
て
ま
で

戦
争
に
つ
な
が
る
基
地
を
こ
れ
以
上
作
ら
せ
て

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　沖
縄
の
問
題
は
日
本
の
問
題
で
す
。
私
た
ち

は
全
力
で
反
対
し
て
い
く
と
と
も
に
、
歴
史
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
沖
縄
の
歴
史
を
学
び
、
そ
し
て

私
た
ち
地
域
の
歴
史
も
学
び
、
二
度
と
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
伝
え
て
い
く
こ
と
、

こ
れ
が
生
き
て
い
る
者
の
責
任
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

（
株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ
事
務
／
阿
部
由
希
子
）

　7月14日、「老後に必要な費用を知ろう！」
のテーマで、八戸医療生協職員瀬川祐介介
護支援専門員を講師に、2018年度第1回社
会保障学校を開催しました。八戸医療生協組
合員やコープあおもり組合員、また一般の方
も含め62名が参加しました。～第1回社会保障学校開催～

老後に必要な
　　費用を知ろう！

沖縄辺野古支援
連帯行動に参加して
自然保護の大切さ「平和」について考える

六
月
二
十
日（
水
）〜
六
月
二
十
二
日（
金
）

「
全
日
本
民
医
連
第
四
十
三
次
辺
野
古
支
援

連
帯
行
動
」に
参
加
を
し
ま
し
た
。

班ごとに辺野古への想いをキャンプシュワブの
フェンスに取り付けました

参加者全員で集合写真を撮りました

【全日本民医連第43期第1回評議員会】
8月18日（土）、19日（日）の二日間、全日本民医連第43期第1回
評議員会が東京TKPガーデンシティ御茶ノ水で開催されました。



　一
日
目
の
基
調
講
演

は
、
京
都
民
医
連
事
務
局

長
松
田
貴
弘
氏
に
よ
る
二

〇
一
八
年
度
介
護
報
酬
改

定
と
民
医
連
介
護
事
業
所

の
経
営
に
つ
い
て
で
し

た
。
松
田
氏
は
「
国
策
で

推
進
し
て
い
る
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
、
定
時
巡
回
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
を
経

営
に
繁
栄
さ
せ
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
な
り
、

対
応
す
る
こ
と
が
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
る
。
そ
し
て
、

生
活
機
能
連
携
向
上
加
算
、
口
腔
衛
生
管
理
加
算
、
栄

養
改
善
加
算
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
。」
な
ど
、
赤
字

慣
れ
に
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
特
別
報
告

で
は
介
護
安
全
に
つ
い
て
地
協
代
表
者
井
田
智
氏
よ
り

説
明
が
あ
り
、各
県
連
よ
り
指
定
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

夕
食
交
流
会
は
津
軽
弁
ク
イ
ズ
や
ね
ぶ
た
囃
子
や
津
軽

三
味
線
の
生
演
奏
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　二
日
目
に
行
わ
れ
た
同
業
種
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
日
頃
の
課
題
や
悩
み
に
つ
い
て
交
流
し
、
解
決

へ
の
ヒ
ン
ト
が
生
ま
れ
充
実
し
た
と
い
う
感
想
が
多
く

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
青
森
開
催
は
終
始
盛
況
の

も
と
終
了
し
ま
し
た
。次
回
は
宮
城
県
で
の
開
催
で
す
。

（
青
森
県
民
医
連
事
務
局
／
最
上
正
一
）

　七
月
二
十
六
日
（
木
）、
二
十
七
日
（
金
）
弘
前
市

百
沢
温
泉
郷
ア
ソ
ベ
の
森
い
わ
き
荘
で
北
海
道
・
東

北
地
協
介
護
事
業
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
道
県
で
参
加
者
は
一
日
目
百
八
名
、
二
日
目
八
十

三
名
二
日
間
で
百
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
年
新
た
に
発
覚
し
た
辺
野
古

の
問
題
点
は
①
既
存
の
建
物
が
、

米
軍
が
設
定
す
る
建
造
物
の
高
さ

制
限
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
②
埋

め
立
て
地
域
の
海
底
の
地
盤
は
地

質
調
査
が
成
立
し
な
い
ほ
ど
軟
ら

か
く
脆
弱
で
あ
り
、
活
断
層
の
疑

い
も
あ
る
こ
と
③
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
、
米
国
防
総
省
の

専
門
家
か
ら
「
調
査
方
法
の
適
合

性
に
疑
問
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
価

値
を
持
た
な
い
」
と
い
う
報
告
文

書
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
の
大

き
く
三
点
で
す
。
故
・
翁
長
知
事

が
埋
め
立
て
承
認
の
撤
回
を
表
明

し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
辺
野
古
の
土
砂
投
入
の
阻

止
と
新
基
地
建
設
反
対
を
訴
え
、

七
万
人
も
の
人
が
県
民
大
会
に
集

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
県
民
集
会

に
参
加
で
き
た
こ
と
は
沖
縄
の
民

意
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
機
会
で

し
た
。

　辺
野
古
移
転
問
題
は
戦
中
・
戦

後
か
ら
沖
縄
が
戦
っ
て
き
た
（
運

動
を
続
け
て
き
た
）
継
続
の
中
の

一
つ
で
あ
り
、
沖
縄
か
ら
基
地
が

な
く
な
ら
な
い
限
り
、
こ
の
戦
い

（
運
動
）
は
終
わ
ら
な
い
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
沖
縄
は
過
去
の

戦
い
（
運
動
）
か
ら
、
沖
縄
だ
け

の
叫
び
で
は
政
府
は
動
か
な
い
こ

と
を
体
感
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
課
題
を
持
っ
て
い
る
沖

縄
だ
け
に
解
決
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
連
帯
・
連
携
を
深
め
る
こ

と
の
重
要
性
を
改
め
て
理
解
し
ま

し
た
。（
あ
け
ぼ
の
薬
局
八
戸
店

／
岩
本
る
り
子
）

7

中期・中堅Ⅱ期研修のグループ発表の様子

入職3年目研修

雨が降る中、7万人もの人が県民集会に集まりました。

県民大会に参加した舛甚常務と岩本さん

SDHの視点で事例を検討
2018年度の県連制度教育が入職3年目職員研修を
皮切りに開始されました。

　7月は13日と25日に入職3年目研修が行なわれ、あ
わせて71名が参加。第43回全日本民医連総会の方針
と日本国憲法を学び、参加者が持ち寄った各職場の「気
になる事例」についてグループに分かれて検討してい
きました。参加者からは、格差が広がる中で「療養上

で差別があっては
ならない」、「始め
てSDHの視点で事
例を捉えることが
できた」「憲法のこ
の条文がなかった
らと考えたことで
わかりやすく学ぶ

ことができ
た」などの感
想が出されま
した。
　7月31日には中期・中堅Ⅱ期研修が開催され、35名
が参加しました。全日本民医連総会方針とあわせファシ
リテーションを講義とグループワークから学びました。
　職場での議論が苦手と感じていたところだったので、
今後ファシリテーションのやりかたを取り入れて生きた
い」などの感想が出されていました。
　今年度はこの二つの研修の他に、入職一年目研修、職
場管理者研修、職場管理補佐研修を予定しています。

（青森県民医連事務局　教育委員会／那須　稔）

八
月
十
日
沖
縄
民
医
連
主
催
の
辺
野
古
視
察
ツ
ア
ー
と

十
一
日
の
県
民
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

～2018年度の県連制度教育が開始～

沖
縄
県
民
大
会

北
海
道
・
東
北
地
協

介
護
事
業
交
流
集
会
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私の三つ星★★★

オススメ 職員の皆さんの
オススメする本・映画
音楽・スポーツ・趣味
なんでも紹介して
いきたいと思います。

投稿募集！！

機関紙
編集部まで

info@aomin.jp

日本一のニンニクを試すなら！ 
「田子ガーリックセンター」

　青森県最南端の田子町には名
産品があります。大きくて真っ
白で香り豊かな田子にんにくで
す。八戸市からは車で40分～
1時間程かかります。
　麺に練り込まれたにんにくの
風味が良いにんにくラーメン、
飲んだ瞬間コーラ！そして後味がにんにくの “ジャッツ！タッコー
ラ”、ビールのおともに良さそうなガーリックプレッツェル等、こ
んなにいっぱいでどれにしよう♪と思うような、田子にんにくを
使ったお土産が『田子ガーリックセンター』で買えます。ここでは
新・ご当地グルメの “田子ガーリックステーキごはん”を食べる事も
出来ます。また、10月第1週には『にんにくとべごまつり』が開催
されます。豪快な田子牛の丸焼きと田子にんにくを目当てに近隣に
住む外国人が多く来ます。八戸市にお越しの際には、少し足をのば
して楽しんでみてはいかがでしょうか。
（あけぼの薬局八戸店・事務／田中由美子）

今後のSCHEDULE主
な

全日本民医連協同組織活動交流集会in神奈川
経営セミナー
医師待遇学習会
薬剤師中期研修
あおもり協立病院・協立クリニックまつり
県連中期中堅Ⅲ期研修
全国青年ジャンボリー in松島
看護・介護ウェーブ
地協薬剤師・薬局事務交流集会in岩手

9/9-10
9/15
9/22
9/22
9/23
9/27
10/6-7
10/13

10/27-28

第7回理事会報告8月
全日本民医連第5回理事会報告
決済承認事項
　2019卒薬剤師奨学生の法人配置推薦（案）
　2018年度事務職員基礎研修開催要項（案）
　職場管理者・職場管理補佐研修（第1報）
会務報告/各委員会・医師委員会報告
　特養「あずみの里」無罪を勝ち取るニュース
　全日本・地協各部門会議・研修
　医師委員会報告/既卒医師対策報告
協議事項
当面の憲法課題について～ 3000万人署名に引き続き取り組もう～
社会保障守る秋の２つの共同行動への参加の呼びかけ（第1報）

2018年8月　第54期

>>

>>

>>

 か   さい  は や と

12 月 15 日生まれ 1 歳 8ヶ月の男の子、みんなか
ら「はっちゃん」「はやちゃん」って呼ばれるよ。バシュ
(バス)にシー(タクシー)を見るのが大好き！ブブ(乗
用車 ) とシー ( タクシー ) の違いだって分かるんだ！
ブーブーなるブタのオモチャは大嫌い (>_<)　アイ
シュ ( アイス ) やバナナが大好きで、ママやパパに
おねだりするんだぁ～。でも１つしかくれないから
いっぱい涙が出ちゃうんだ (T ^ T)　最近のマイブー
ムは、ねぷたの太鼓！とーってもカッコ良かったから、
毎日いろんなものを太鼓にして叩いてるんだ♪でも

ね、何でも叩いちゃうからママに怒られちゃうんだ（笑）　目が大きくて、まつ毛が長い
からパパ似って言われるけど、パパみたいにおヒゲが生えるのは嫌だなぁ～だってチク
チクするんだもん。こんな僕だけどヨロシクね～　　　　（ファルマ弘前薬局／葛西祐一）

ち
ひ
ろ 

〜
私
、絵
と
結
婚
す
る
の
〜

■公演会場
　リンクモア平安閣市民ホール
　（JR青森駅前）
■公 演 日
　11月27日(火)　昼公演14：00
　　　　　　　　　夜公演18：30
■入 場 料
　前売券 4,800円　当日券 5,000円

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
生
誕
1
0
0
年

　前
進
座
公
演


